
（
月
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一
・
　

五五
一
一一一

一
大
二
〇
一
一一
一

二
四

一
・
二
五
二
九
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九 一七

（
『月
　
　
向口
）
一
一ハ

一
一一
一

一
一一二

一
一ｉＩ‐‐”中

一
一
一

一
工〈（

一
工（〔

一
一〔
）

一
一
一二

一
一
十
】

十
二
几
ｍ
甲
」屯

！
一
几
ｍ
幽
”八

一
一
九
卿
幽
一九

〓
丁
九
一ユ（け

〓
ｒ
九
一ュ
，バ

一一ｒ
九
イ
４十八

一一丁
一九
一（
（）

一た
，■九
一ハ　
一

一二
一九　
′ｔ、空
二

一三
≒ん
茉
一一」

十二
十九
」ハ
十
』

一三
十九
十
〕（
）

一二
十九
ｉｔ
一
一

一一一キん
，一〕十↓ュ

ナ / ( 予
r てl l r l ナ

比  ! i I
ノヽ  lJコ

屋 田

治 昭
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（
号
数
〕）

一
　

　

（
社
　
　
説
　
　
一担
）

三
九
日
一
一
！
国
会
議
事
堂
ノ
着
手
ヲ
望
ム

（
５
）

・
一
九

・
二
●

・
二

一

一
通
常
府
県
会

一
炉
暖
搬
廟
納
′、「
一）
「 料
十
一一（一
・
一
一九

・
一０
一　
・

一
二

・
二
五

・
二
六

一
二
八

・
三
ｎ
）

一
民
事
訴
訟
用
印
紙

（
２
）
二
七

・
二
人

挨
次
事
変

（
２
）
工

質
庄
取
締
条
例
設
定
ノ
駅
説

（
２
）
七

倫
動
電
机

裁
判
権
フ
論
ズ
（一５
三

一
・
一
四

，
一
五

・

下
几

汗
寿
卜
自
由
卜
′
関
係
ヲ
論
ス

（
２
）

一
三

北
年
陥
没

（
ｚ
）

一
八

一小
”孤
′ケ
ず
フ
シ
千ン市
▼活
ノ
瓶
【
ト
ナ
ラ
ン
ム
ル

勿

レ

（
３
）

Ｔ
十

二
二

制
度
取
調
月
／
一雇
児

減
租
ノ
誌
願

地
方
政
庁
ノ
移
転
及
ヒ
地
方
行
政
区
ノ
に
割

七

「東
京
横
浜
毎
耳
新
聞
」
社
説
夏
録

公

（号
数
）

三
九
〇
九

三
九
〇
九

二

九

一
五

二

九

一
十

三

九

二

一

一二
九

二

二

三

九

二

四

三

九

二

五

一二
九

二

八

三

九

二

五

三

九

二

七

令
社
　
　
一挑
　
　
朽
じ

明
治
十
七
年

抗
改
正
徴
兵
令

，ｌｏ
》
八

・
九

・
一
０

・
一

一　一　
。　
一　
一一一　・　
一　
す「一　・　
一　
エハ　・）　
一　
に一
　・　
一　
ハ（

中
出
鉄
道
公
債
証
書
条
例
（一５
）
八

・
一
〇

・

一
一
。
一
一
一

金
札
引
換
無
記
客
公
債
証
者
条
例

（
３
）
一

五

・
一
七

露
阿
文
部
卿
ノ
論
達

（
３
）

一
八

・
一
九

預
米
石
高
ノ
公
承
フ
望
ム

告
華
族
諸
氏

（
２
》
二
王

官
丈
投
任
法
フ
庁
メ
ン
ヨ
ト
ヲ
望
ム

（
７
）

二
五

・
二
六

・
二
七

・
二
九

・
三
●
百
０

一

大
蔵
省
第
七
号
告
示

（
２
）
二
六

各
地
臨
時
議
会
ノ
影
響
如
何
（１１
と
バ
∵

②

一
千

一二
・
五

・
一ハ
・
七

・
「Ａ
・
キ
如
・　
一
（∪
・

一
四
十何
″
は一父
い
レ
ノ
」地
絆
性
郷
片門

私
立
学
校
ノ
存
康
旦
タ

ニ
追
ル
（
５
Ｌ

Ｏ

●

一
二

上

四

上

五
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（月
　
日
）

一
（号
数
》

一
二
一
一一一

一
九
一
一一
一

一
二
二

二
四

二
七

二
九

五

・
　

一
ハ
八九

★
〔
・
一
一
一

二
四
二
七

二
九

十
】
。　
　
一一二五八九九

一
〇
一
一
一

一
一一一

一
五
一
八
一
一一
一

一
一一二

二
四 四 三

四
。
　
一二
　
一
〒
九
八
一

は一一十市中市坐」

一
〇

一
三
九
八
六

一

一
一　
一
三
九
八
七

三
九
八
八

三
九
八
九

三
九
九
四

三
九
九
六

三
九
九
七

三
九
九
八

四
〇
〇

一

阿
〇
〇
二

阿
〇
〇
八

四
の
二
〔
）

四
⑤
二

一

四
〇

一
四

四
①

一
五

四

〇

四

八

四

〇

五

〇

四

〇

五

三

四

〇

五

五

四

∩
）
五

六

四

〇

工

八

阿
中∩
）
エ
ハ
（
）

阿
】∩
王
ハ
一
一

岡
一〔
二
企

二

阿
中ｎ
）
六

〓
一

阿
一ｎ
）
六

四

四

∩̈
）六

六

四
一∩
）六

七

阿
一∩
）六

八

阿

ｎ
）七

一

四

〇

七

四

四

の
）七

五

四

●
）七

八

二

七

　

阿

∩
）七

九

↑
社
　
　
　
許
“　
　
　
一い建
）

（
５
）
二
九

・
三
∩
▼
④

一
・
二

盗
及
及
ヒ
安
南

（
２
）
工

茶
韓
条
約

（
２
）
八

二
立工

憂

政
体
ノ
利
弊
フ
明

ニ
ス
（
３
と

一
。
一
六

・

一
八

・
二
〇

・
二
三

・
二
六

・
一
丁
一

神
奈
川
県
会
議
決
不
認
可
ノ
事
件
”
（【企じ
　
一

二

・
一
七

英
国
議
員
選
挙
椎
拡
張
案
ノ
可
決

活
延
最
後
ノ
決
心
如
何

（
２
》

一
千

賠
博
犯
者
ノ
就
務

（
２
）
二
〇

詰
和

ハ
清
周
ノ
為
メ
手
得
策
卜
云
フ
可
シ

条
約
改
正
ノ
疑
議

（
４
）
（０
一
・
二

≡
三

宜
ク
民
権
卜
商
工
業
卜
／
関
係
ヲ
知

ル
ベ
シ

？
じ

二
五

・
三
〇

安
再
ノ
変
乱

二
関
シ
テ
支
那
政
府
（
ヤ
ガ
責

二
付
ズ
ル
フ
廿
１

予々

兵
放
ノ
多
寡

（
２
）
⑤
四

全
国
茶
業
組
合
総
代
入
ノ
集
会

（
２
）
七

条
約
ヲ
改
正
セ
ン
ト
欲
ｔ
バ
内
治
ヲ
忽
略

ニ

一肘
ス
可
カ
ラ
ズ

〔２
）

一
一

明
治
十
七
年
五
月
七
ロ
ノ
〓
大
令

（
３
）

一

⌒∪
・
一
一

技
術
世
葉
ノ
弊

合
衆
国
海
関
税
ノ
癖
商

条
約
改
正
ノ
談
判
如
何

（
２
）
二
三

許
英
韓
条
約

（
３
）
二
五

・
二
六

新
問
紙
発
行
ノ
多
察

ハ
人
民
政
治
思
ど
／
冷

数
小ヲ
一Ａ
ス
ル
主ね
ナ
‐―ク
（
３
》
一
一
八
・
≡≡，
一

ゴ
ル
ド
ン
将
軍
メ
運
命
如
何

各
府
鳴
戸
長
官
洪
ノ
準
備

（
２
）
二

中
山
鉄
道
公
債
【
芽

二
一付
Ｈ
報
記
者
／
容
升

フ
収
サ
ン
ト
ス

Ｔ
し

四

清
阿
第
ニ
ノ
府
化
将
三
近
キ
ニ
ア
ラ
ン
ト
ス

（
２
）
六

仏
田
償
金
ヲ
支
耳

二
要
ム

愛
斗
蘭
フ
エ
二
十
ン
党
ノ
ロ
的
畑
何

（
５
）

一　
一　
・　
一　
一
一　
・　
　
ア
ユ
・　
一　
一ハ

再
ヒ
ロ
報
記
者

′夕体
弁
フ
促
ス

一半
族
べ「

阻
≡■
族
詰
氏
ノ
〕為
メ
二
一机
ス

消
【仏
ノ
再
紛
誌

干
族
冷
及
授
浮
／
私
疑

（
３
）

一
六

・
一
七

教
■
職
廃
ス
可
ナ

（
３
）

一
九

・
二
●

活
仏
ノ
問
和
戦
′
淡
如
何

て
ル
シ
ヤ
ル
拝
島
中
ノ
蛮
民
周
本
人
ア
庄
液

ス日
報
記
者
ノ
答
弁
７
抗
ム

（
ｉ
工

〓
二
二

一

六仏
阿
元
老
院
離
婚
試
案
ヲ
可
決
ス

（
２
）
二

九

（
月

　

日

）

五

・

一
〒
一

一
一
（一

一
八
！

一
言
ω
ヤ

一
一
一

一
／

．

一
〓
凶

一
〓
五

一
千
ｔ

ｉ十一
一

一二

一
一一一

一　
Π
］

一
一（中）

〓
京
∪

・八

。
　
　
一二三十五六ｉ・ｔ

一
（∪

一
ｒ一九

一
一二
一
一二
一　一常四

一　一エハ

一　一ｒ↓九

一
一一九

【（口一一！狩【一》

ｍ
中〔
）
一　
ユハ

四
〇

一
七

川
一〔
）
一
う九

向
一〔
Ｙ
一∩
）

一四
一〔
】
一
一

四

〇

二

四

四

〇

二

五

一四
∩
】

正
ハ

四

〇

〓

○

四

∩
二

〓

一

西

０
壬

〓

一

四

●
十三

七

↓響
０

二
十
九

十響
０

四

（∪

市智
∪

西

一

市讐
一∪
市
四
二

用
貿
∪
ｍ
卿
七

い四
∩
）
八

一

脚

∩
）
八

〓
一

四

∩
）
八

四

四

∩
）
八
五

一四

∩
）八

六

四

∩
）八

七

一四
∩
）八

八

四

∩
）
九

一

西

∩
一
九

二

一四
∩
了
几

〓
一

西

の
一九

四

西

∩
〓
几
五

一四
Ｏ
ｉ
几
六

四

０
一九

七

いり
０

‐九
八

開四　一
（”）　一

旧蝉　一
（中）
一　一

昭幽　一
（い〉
一一一

旧円　一
（中）
市幽

侑幽　一
（い）
十七

情
料

ズ

∪
七

（杵
　
　
引配
　
　
題
）

黒
国
内
開
顧
出
近
ロ
ノ
挙
動

（
２
》

一
七

一一中〕陛脚抑キ時中瑞「を伴眠

一
鉄
道
公
債
メ
再
芽

一
孝
一 】本
組
ム
向盗
い件
Ｔ
人
′
竹未
ム宗

（
３
）
一
一一
一
・
二

一
日
報
記
者

介
我
一大
戒
卿
ヲ
証
ン
ト
ス
，
子

普
田
／
参
誌
焼
責
任
学
相
ノ
制
フ
拒
ム
（
５
）

四
一
・
六

・
十
】
・　
一
ｎ
）

淡
問

ハ
蛮
族
ノ
遺
ギ
ナ
リ

（
３
》
五

・
七

犯
金

ハ
何
レ
ノ
処

二
達
ス
レ
パ
人
民
納
租
ノ

丼
一務
ヲ
終
レ
リ
ニ
ム
ル
子

商
標
条
例

読
明
治
十
七
年
十度
茂
入
出
予
算
書

（
５
）

一

五

・
一
七

・
百
八

・
〒
れ

忍
一摩
ノ
教
ヲ
持
ス
ル
者
モ
亦
此
ノ
如
ク
ナ
ル

子

（
２
）

一
四

爆
裂
案
ノ
毒
将

二
全
世
界

二
葺
延
セ
ン
ト
ス

欧
州
諸
阿
将

二
連
合
会
議
ヲ
脚
カ
ン
ト
ス

（
２
）
一
一
一

一
仏
聞
西
人
民
／
性
質

（
２
）
三

一

一な鶏側響卯叫申赫中・一取引所ヲ摯にク

和
戦
／
決
仏
四

二
在
リ
ト
云
フ
可
シ

英
Ｈ
保
守
党
ノ
無
定
児

発
明
家
フ
賀
蛍
ス
ル
ノ
法
無
カ
ル
可
カ
ラ
ズ

技
談
彩
木
キ
記

（
３
）
八

・
九

修
略
徳
氏
朝
鮮
，政
府
ヨ
”
職
ヲ
止
メ
ラ
ル

（
（３
）
　
一　
一
一
・　
一
一三

教
導
職
廃
十
ラ
ル

〈
２
）

一
三

仏
軍
鶏
能
ラ
占
一領

ス

伽
一貨
ノ
鉾
進
ヲ
制
止
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
フ
単
ム

単
一阿
下
院
ゴ
ル
ド
ン
将
軍
ヲ
技
済
ス
ル
ノ
賞

用
フ
談
定
ス

日
木
鉄
道
会
杵
会
議
す／公

二
七
ン
ト
ス

ロ
ニ
文
明
ヲ
唱

ヘ
テ
身
蛮
英
ノ
行
ヲ
為
ス
ト

ハ
止
ウ

仏
人
ゲ
消

こ
子

西
教
仏
教
唯
ホ
其
光
フ
一
二
ス
（
一わ
Ｖ
一〇

・

一
一
一
・
一
一一　
。
一
一一一

清
仏
ノ
談
判
破
裂
セ
ツ

仏
相
フ
エ
リ
ー
・氏
ノ
渋
説

仏
田
公
使
位
一虫
，北
京
ヲ
引
払

ヘ
リ

清
仏
脚
戦

二
付
Ｈ
六
将
来
／
政
略
・如
何
（
３
）

二
七

・
一
一八

支
那
ノ
敗
北

ハ
ロ
本
ノ
主
ナ
リ

（
２
）
三
〇

虎
十列
刑
病
将

二
一侵
入
セ
ン
ト
ス
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（
月

　

日
》

八

・
三
Ｑ
一一一
一

（
号
数

）

阿
二

（
ウ
八

四

一
〇

九

阿
二
　
一　
一

四
二
　
一
一
一

四
二
　
一
一二

四

一
二
〇

四

一
二
四

四

一
ユ
大

四

一
二
八

四

一
二
八

四

十
一
ム九

四

一
〓
〇

四

一
三
〇

四

一
八

五

”四

一
八

六

四

一
八

七

（
月
一
（
）
・

↑
づ
一奴

）

四

一
二
〒

ユ

四

一
〓
下

小

四

一
〓
下

〕

四

一
〓
下

小

一四

一
〓
一「
一

一四

一
〓
一「
々

一四

一
一四

一
一

一四

一
市四
〓
一

一四

十
市四
阿
一

一四

一
い四
千
一

一四

一
市四
大
一

！
二
質
ス

四

一
ご
〓
一　
北
陸
七
州
恐
朝
会
及
ヒ
汝
城
ノ
暴
動

（社
　
　
一説
　
　
題
）

大
蔵
卿
ノ
演
説
ヲ
読
ム

清
仏
ノ
戦
争

（
支
那
国
民

二
取
リ
テ
悲
歎
粗

”千
ハ
ス

（
２
）
命
ニ

早
ク
局
外
中
立
ノ
布
告
ア
ラ
ン
ア
埜
ム

清
四
ノ
戦
略

各
国
モ
亦
清
ロ
ノ
袖
ヲ
利
セ
ン
ト
ス
ル
者
ナ

ル
敗

（
２
）
★

和
戦
如
何

一
国
ノ
防
禦

ハ
未
夕
必
シ
モ
軍
艦
大
砲

ニ
ア

ラ
ズ

（
２
）

一
∩
）

囲
面
八
方
敵
十
リ

日
本
鉄
道
会
社
ノ
改
制
”兵
剛
ズ
⌒〔三
二

六

。

一
七

上

九

二

天

読
清
廷
勅
諭
〓
煤
一
↑
こ
　
一
困

台
湾

ハ
恐
ク
ハ
仏
軍
ノ
再
撃
フ
免
ず
ル
ペ
シ

上
海
居
留
外
田
人
／
快
活

（
２
）
二

一

口
億
万
人
ノ
帝
回
孤
軍
三
四
千
人
／
為
ズ
ニ

悩
サ
ル
ル
敗

大
蔵
省
証
券
４
例

／
制
定

宝
円
敗
章
回
敗

治
仏
ノ
戦
争

ハ
亜
西
亜
均
勢
政
唯
ノ
一
助
ト

ナ
ル
欺

（
４
）
一
モ
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四
三
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丁
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十
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四
二
九
四

一四
三
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十四
〓
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一四
市四
〔
三

一

一四
四
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四

一四
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一四

四

（り
五

一四

画

（∪
七

一四

幽̈
一り

八

一四

四

〇

九

（
社
　
　
十乱
　
　
一題
）

高
知
県
会
争
議
の
狂
茶

（
２
）
二
四

絹
角
紋
物
に
謀
孔
す
る
の
説
は
只
し
て
其
子

和
敗
戦
欺

居
平
外
人
の
酒
造

将
山
油
製
造
者
の
肺
４情

（
４
じ

一
〒
Ｔ

一
京
∪
・

一一一
一

昨
次惟
一の
作
半
趾

済
忠
旭
立日０士
日を
汁
いむ

（
７
じ

一二
・
四

≡
九
・

エハ
・
七

・　
一　
一

耐
ｆ
⌒嘆

助
後
私
献

（
４
）
六
・
七

≡
九

共
説
に
対
し
て
Ｌ
貞
な
か
為
・可
か
ら
ず

文
国
内
閲
辞
職
す

読
明
治
十
八
年
庁
一頑
入
出
予
算
書

（
７
）

一

一ハ
。
一
七

・
一
八
ｆ

一
ｉ
ｆ

一
一∩
▼

一
一

古
仏
条
約
成
る

朝
鮮
を
以
て
第
一
の
た
閉
田̈
と
ん
す
々
れ

（
２
）

一
六

地
租
徴
収
瑚
性
の
改
正

醤
油
枕
に
関
し
て
経
済
朴
一干
記
者
の
百
考
を

一「”・ふ・

英
文
の
毎
週
附
録
７
ｔ
行
す
る
地
旨

英
口
新
内
閣

時
革
新
机
記
者
の
及
済
糖
忘
之
を
実
地
の
問

題
と
為
す
を
得
べ
き
子
↑
４
Ｙ
一所

・
二
六
・

修
財
行
は
第
二
め
沈
性
敬
た
ろ
子

森
林
の
に
代
と
水
者
と
の
関
係
を
論
キ
一〔５
）

三
二

・
三
三

・
二
四
・
■
〒
一

朝
鮮
京
成
に
第
二
の
楽
助
を
起
さ
し
十
一る
勿

「
一
判
昨
の
近
状

人
間
の
鑑
定
法

（
２
）
二
八

グ
ラ
ン
ト
将
算
処
去

日
本
市
■
論

（
９
）
〓
Ｏ

≡
三

一
≡
０
二

・

一
丁

四

上
↑

ｔ

ｉ
八

朝
鮮
在
勁
Ｈ
清
両
共
の
状
去

百」ヶ
介
尚
（
２
）
岡
中

一工
■
一北
台
阿
而
Ｔ
Ｒ
一松
”（下
一社
（〔夕
一）
十
ｕ

世
界
の
和
平

旧
開
拓
使
は
名
生
共
に
庵
せ
ざ
る
可
か
ら
ず

（
４
）

一　
一　
。　
一
一
一
。　
一
一二

教
育
令
改
花

（
２
）

．
五

中
ヤ
の
実
を
し
一
共
名
一Ｊ葡
一ｔｉ
し
め
ん
こ
と

を
単
お

第
二
十
五
号
布
≡

三
ナ
一止
（一円
市
坪
社
の
たＨ一付
（
５
）
一
キ
一
・
■
ｉ
）
・

一
一
一　
。
一
一、
一

府
県
立
及
町
村
立
学
校
獲
★
料

布
吐
島
移
住
民

女
権
仲
硫
の
方
法
抑
何
（１０
Ｙ
〓
〒

一
丁
十

一
軍
（
・
二
七

・
工
八

・
一
〒
十

∩
二

上
下
四

（月
　
日
し

ユハ
，
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・

十
一
・
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回
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〓

字
「
〒
（

阿
壬

〓
〈

ト

四
二

五
全

一

四
〓

〓
全

二

四
〓

工
（一一
ハ

四
〓

〓
（一六

四
生

ま
〈
！六

四
■

エ
ハ
七

阿
〓

一六

十
】

阿

〓
一六

八
一

回

〓
一六

十
一

□

〓
一七

四
一

四

三

七

四

四

三

七

五

四

三

七

★
一

四

三

七

オ
十

（一」
ウ斗力一）

阿
ｉＩｌｉ
中
一　
一

四
市

中

■

帰
「

四
ｉ
Ｉｒ
ｉ

埋

四
ｉ
ｒ
ｉ

Ｔ

四
品

Ｔ

ｍ
中一開
”］
一

阿
品

雪

口
一ｍ
里

一・Ａ

阿
一開
望

一Ｒ
Ａ

阿
一間
望

一一
九

円

而̈
里

二

一

口
市
坦
三

二

阿
高
空
一
六

円
高
里
一
七

十四中爾出
一一　
Ａ（

一附中耐出
一一　キ九

四
品
空
一
■
九

周
柿
掃
雪

一

（社
　
　
説
　
　
題
）

一
一」ｔ

四
岸
準
備
金
市
に
成
て
疑
ふ
所
あ
り

〈
２
）

一
一十二

性
海
年
世
の
ヽ
加

瓦
苅
局
払
下

（
２
）
●
二

年
府
県
立
学
校
を
以
て
微
兵
雄
遊
者
の
消
に

所
と
為
す
こ
と
均
九

再
び
準
備
金
の
妊
才
質
す

（
２
）
三

区
町
村
会
は
無
供
の
微
抗
確
を
有
す
る
者
に

あヽ
ら
ず
タ

経
済
雑
誌
記
者
の
〓
．思
を
詰
”ふ

福
島
県
庁
を
林
出
に
移
さ
ん
と
す
る
は
共
し

て
、′、軍
管
内
］の
「刺
・，■一一☆
な
る
卒
ｏ
（
５
）
五

・
七

・

九

・
一
一

小
し
く
学
ん
ヤ付キ
（ひ
に
利
す

大
雨
洪
水

二
大
橋
の
新
徒
如
何

（
３
）
八

・
一
〔
）

〓
た
び
準
備
金
に
就
て
疑
ふ
一カ
あ
り

日
本
形
大
幡
の
打
治
を
禁
止
せ
る
共
成
逆
央

し
て
如
何

（
４
）

一
四

。
一
五

・
一
七

十第
二
お
急
佐

（
５
》

一
五

・
一
六

・
一
七

・

一
「【ハ

一打
油
札
に
関
し
才
．経
済
推
芯
祀
者
に
四
考
を

一型
む
一朝
鮮
京
城
変
報
の
瓜
聞

区
町
村
管
を
地
租
七
ケ

一
に
制
限
す
る
形
世

如
何

（
３
）
二
六

・
二
九

虎
列
刑
病
長
十‐…‐…，
に
伊
人
す

再
び
三
と
共
同
所
汁
の
合
併
を
論
ず

（
４
）

三

・
五

・
六

按
統
抑
張
の
よ
論
（２
）
／ｔ

ル
脱
竹
及
び
人
権
ｒｉ

（
２
）

一
●

独
地
ｋ
西
地
牙
●
粉
歳

欧
州
無
い
の
時
ほ
――ｌｉ
採
多
事
の
時
な
り

ア
ン
グ
Ｌ

ジ
ヤ
八
二
―
ス
レ
ヴ
イ
ウ

（、ョ
ｏ

＞
じ
牲
ｃ
甘
貿
・ｏ
（↓哲

刃
の
く
一０ツく
）

刊
行
―――
瀬

以
来
の
維
圧
を
昨
序
す

幣
晰
に
た
保
ｋ
死
十

共
席
条
約
成
る
の
Ｗ

在
☆
帥
減
の
必
要
ｔｉ
独
り
地
方
札
町
村
☆
支

ホ
カ
の
一車
■
た
に
，１１二
・
卜，つ
に円
　
（
２
一）
　
一　
一ハ

三
菱
共
同
両
会
社
の
材
産
―――ｌｉ
被
（
５
工

六

●

一
九

・
二
∩
Ｔ

一
〓
一

女
市
打
二

東
京
市
■
者
に
告
ぐ

再
柿
北
海
近

（
３
）
二
七
・
二
九

亜
細
亜
大
い
指
会
の
キ
備
を
聞
て
感
あ
り

注
警
坪
即
な
の
布
竹

仙
お
蚕
ネ
改
良
十
品
の
弁
肢
附
許

地
方
分
権
は
門
会
開
設
＋
備
の
一
要
事
な
り

（
２
）
①

一
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四
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回
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八
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九

四
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〔
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阿

四
一六

三

四

四
！六

五

四

四

六

七

四

四

七

〇

四

四

七

二

（社
　
　
諦
一　
　
晴じ

仏
故
回
者
の
弊
害

（
２
》
二

計
新
汽
船
会
社
命
令
書

（
２
）
四

欧
州
東
方
の
革
友

（
３
）
六

・
七

外
交
官
は
濫
り
に
交
換
な
き
を
要
す

天
時
は
件
を
得
た
り
人
事
は
児
し
て
岬
何

日
本
郵
縮
会
社
の
株
券
ｔｉ
外
人
に
も
所
有
す

る
こ
と
を
許
す
べ
し

（
２
）

一
一

英
和
評
論
新
聞
紙

（↓
】思

＞
淳
也
ｏ
甘
ｏ
学

居
稼

刃
ｏ
キ
【ｏ
電
）
増
”加
ノ
理
由

仏
口
議
長
選
挙
の
結
果

（
２
》

一
因

日
本
邸
船
会
社

勝
敗
如
何

第
八
回
の
通
常
府
県
会

英
田
新
聞
の
勢
力

明
治
十
九
年
度
の
成
入
出
予
算
苦
如
“

先
全
な
る
阿
会
Ｌ
媒
大
な
る
＝
覧
会
と
は
何

れ
か
国
光
を
発
拝
す
る
の
力
あ
る
や

（
５
）

一
十
一　
。
一
一二
・
一
一〓
一
・
一
〓
工

カ
ロ
リ
ー
ン
梓
品
の
処
分
は
如
何
に
局
を
結

び
し
敗

（
２
）
二
二

梶
刻
刑
病
益
々
蛇
な
り

仏
口
の
政
党

（
２
）
二
八

一革
生
の
十
名
円
↑
れじ

一一六
∪
・
〓
三
　
・
心望
二

汽
競
会
社
合
併
４
論

（
２
》
四

大
院
君
怖
阿
使
の
朝
一鮮

（社
　
　
一
山
　
　
題
）

宜
く
★
民
を

‐ｌｔｉ…
服
せ
し
む
べ
し

芝
区
地
所
払
下
げ
の
死
問

（
３
）

府
県
債
条
例
制
定
の
風
聞

小
学
教
場
の
辻

在
症
規
則

内
閣
更
送
颯
聞
の
取
消

軍
次
の
歌

外
人
を
履
使
す
る
に
は
充
分
の
注
意
を
れ
す

べ
し
海
陸
年
の
振
は
さ
る
を
飲
せ
ず
生
し
く
日
本

貿
易
の
振
は
ざ
る
を
欺
ず
べ
し

（
２
じ

一
七

小
学
教
科
書
私
議

（
２
）

一
九

明
治
人
民
の
工
大
業

（
２
》
二

一

生
糸
市
況
の
少
十動

Ｈ
会
議
事
生
件
・栄
ｉ
加
何
な
り
し
や

苅
方
官
は
地
方
机
金
を
貸
付
す
る
を
得
る
や

否
六

２
）
一
六

福
島
県
会
証
Ｒ
の
拘
留

政
治
家
の
”
気

棟
疑
者
の
拘
引

米
商
会
所
扱
ひ
株
式
取
引
所
に
関
す
る
条
例

の
改
正

（
２
）
二

高
ター！
県
会
の
議
決
怪
む
べ
し

警
祭
の
整
否
は
唯
向
回
利
害
の
関
係
に
止
ま

ら
ず

る
，子

（駁
東
京
日
ん、新
聞
）
（
３
と
Ａ
）
二

一

一地
方
政
務
の
改
革

（
６
）
二
三

・
工
四

・
二

六

・
二
七

・
二
八

北
海
道
庁
の
新
置

（
２
》
二
九

英
円
内
閣
辞
職
す

官
愛
試
験
法

英
田
内
閣
の
紐
紙
如
何

日
本
郵
船
会
社
の
市
途
女‐‐
何

官
城
県
の
人
足
使
役
法
な
る
者
は
何
在
の
租

杭
な
る
子

（
５
）品

Ｔ

Ｔ
Ｔ

六

・
七

共
四
内
閣
組
織
の
四
難

英
国
内
閣
の
紀
級
戊
る

総
理
大
巨
の
兼
職
却
何

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
氏
の
心
事

航
実
会
社
の
特
別
保
・謹

（，２
）

一
二

宮
城
県
人
足
便
役
法
一沈
定
の
結
峡

歳
虫
選
挙
椎
及
び
社
一選
挙
杵

米
国
海
関
花
減
少
の
一影
響
央
し
て
姫
何
一小３
）

〓
四
・
一
六

集
会
条
例
改
止
の
必
一安
″
論
ず
（
５
王

八
・

千
九
・
二

一
・
二
三

政
府
門
会
議
事
堂
の
建
築
に
着
手
せ
ん
と
す

〓
城
県
人
足
使
役
法
は
シ
万
人
民
に
強
謀
す

る
の
力
あ
る
予

栃
木
県
地
所
払
下
の
訴
訟

経
済
上
の
誤
見

（
３
）
五

，
六

英
田
政
党
の
勝
昨

（
３
）
八

・
九

茨
京
府
知
事
の
十
児
姉
何

（
３
）

一
一
・
一

二」小
】迪
Ａホ
チ帥

東
京
府
巡
査
の
汁
史

官
立
府
県
立
学
す
の
特
権

（
２
）

一
七

朝
鮮
の
近
＝
恐
て
は
大
事
に
あ
ら
ざ
る
べ
し

朝
鮮
を
し
て
訛
焦
の
一裕
伏
場
た
ら
し
と
べ
か

Ａり
ぶ，
（
２
）　
一
十

「朝
林性
の
キ
■
勢

酒
造
机

（
２
）
〓
０

内
閣
の
改
革
叩
付

（
２
）
二
四

新
内
岡
に
対
す
■
狂
問
（
４
▼
一六

・
二
ｔ
・

一
一九
上
し
く
理
あ
る
明
年
を
造
り
出
す
べ
し

明
治
十
九
年

氏
川
電
線

（
２
》
三

明
治
十
八
年
の
火
事
記
（
９
￥
丁

〒
…
六
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